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令和 2年第 2回神津島村議会定例会　議決結果
開会日：6月9日（火）～ 6月10日（水）

議案番号 議　案　件　名 審議結果
同意第2号 神津島村農業委員会委員の任命について 原案同意
承認第2号 専決処分の承認を求めることについて（神津島村税条例の一部を改正する条例） 原案承認

承認第3号 専決処分の承認を求めることについて（神津島村国民健康保険条例の一部を改
正する条例） 〃

承認第 4号 専決処分の承認を求めることについて（令和 2年度東京都神津島村一般会計補
正予算（第 1号）） 〃

承認第5号 専決処分の承認を求めることについて（令和 2年度東京都神津島村国民健康保
険特別会計補正予算（第 1号）） 〃

議案第31号 神津島村税条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第32号 はまゆう保育園大規模改修工事請負契約 〃
議案第33号 桑沢地区造成整備工事請負契約 〃
議案第34号 令和 2年度東京都神津島村一般会計補正予算（第 2号） 〃
議案第35号 令和 2年度東京都神津島村簡易水道特別会計補正予算（第 1号） 〃
議案第36号 令和 2年度東京都神津島村農業集落排水特別会計補正予算（第 1号） 〃

同
意
第
２
号

神
津
島
村
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
任
命
す
る
も
の
。

◎
10
名
の
方
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

・	

松　

江	

孝　

雄	

氏

・	

中　

村	

隆　

儀	

氏

・	
浜　

川	

富　

子	

氏

・	
藤　

井	

猛　

夫	

氏

・	

清　

水	
章　

子	

氏

・	

清　

水	
喜
代
志	

氏

・	

石　

田	
廣　

彦	

氏

・	

関	

佐
代
子	
氏

・	

関	

真　

樹	
氏

・	

宮　

川	

慧	

氏

承
認
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

神
津
島
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

未
婚
独
り
親
の
住
民
税
控

除
に
関
す
る
事
項
、
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
者
に
関
す

る
事
項
、
た
ば
こ
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
事
項
、
肉
用

牛
売
却
所
得
に
関
す
る
事
項

等
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴

う
も
の
。承

認
第
３
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

神
津
島
村
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

給
与
の
支
払
い
を
受
け
る

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
場
合
、
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
被
保
険

者
に
傷
病
手
当
の
支
給
を
促

し
休
み
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

質

鈴
木
佑
典
　
議
員

　

対
象
と
な
る
被
保
険
者
の

人
数
は
。

答

福
祉
課
長
　
渡
辺
匡
哉

　

被
保
険
者
数
が
約
７
８
３

名
、
対
象
人
数
は
約
４
５
０

名
。

質

清
水
勝
彦
　
議
員

　

傷
病
手
当
を
申
請
す
る
場

合
、
医
師
の
診
断
書
が
必
要

な
の
か
。
感
染
症
の
疑
い
が

あ
る
者
も
対
象
な
の
か
。

答

福
祉
課
長
　
渡
辺
匡
哉

　

医
師
の
診
断
書
が
必
要
。

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
者
も

対
象
と
し
、
検
査
結
果
が
陰

性
の
場
合
も
対
象
と
な
る
。

令
和
２
年
第
２
回

神
津
島
村
議
会
臨
時
会

◎
審
議
さ
れ
た
議
案
◎
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承
認
第
４
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
東
京
都
神
津
島
村

一
般
会
計
補
正
予
算（

第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
１
千
50
万
３
千
円
を
追

加
す
る
も
の
。

質

清
水
　
勉
　
議
員

　

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請

件
数
は
。

答

福
祉
課
長
　
渡
辺
匡
哉

　

申
請
数
は
８
９
３
世
帯
。

96
％
の
世
帯
が
申
請
。

質

関
　
真
樹
　
議
員

　

特
別
定
額
給
付
金
、マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
の
申
請
件
数
は
。

答

福
祉
課
長
　
渡
辺
匡
哉

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
申

請
件
数
は
３
件
。

質

鈴
木
佑
典
　
議
員

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
の
対
象
年
齢
と
件
数

は
。

答

福
祉
課
長
　
渡
辺
匡
哉

　

15
歳
ま
で
の
児
童
が
対

象
。
１
５
０
世
帯
、
２
７
１

名
。

承
認
第
５
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
東
京
都
神
津
島
村

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
万
円
を
追
加
す
る
も

の
。

議
案
第
31
号

神
津
島
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
に
関
す
る
事
項
、
寄
付
金

控
除
に
関
す
る
事
項
、
住
宅

ロ
ー
ン
特
別
控
除
に
関
す
る

事
項
等
、
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
う
も
の
。

議
案
第
32
号

は
ま
ゆ
う
保
育
園
大
規
模
改

修
工
事
請
負
契
約

　

昭
和
61
年
３
月
に
竣
工

後
、
30
年
を
経
過
し
劣
化
し

た
保
育
園
の
大
規
模
改
修
工

事
を
行
う
も
の
。
屋
根
の
ふ

き
替
え
、
外
壁
改
修
、
外
部

建
具
交
換
、
内
部
改
修
を
行

う
。

質

清
水
　
勉
　
議
員

　

土
日
等
に
工
事
を
施
工
す

る
場
合
、
安
全
面
を
考
慮
し

園
内
は
立
ち
入
り
禁
止
に
す

る
の
か
。

答

保
育
園
長 

藤
井
小
百
合

　

保
護
者
に
工
事
期
間
中
は

園
庭
開
放
は
行
わ
な
い
こ
と

を
周
知
す
る
。

議
案
第
33
号

桑
沢
地
区
造
成
整
備
工
事

請
負
契
約

　

傾
斜
地
で
あ
る
桑
沢
地
区

の
埋
立
て
を
実
施
し
造
成
工

事
を
行
う
。
境
界
復
元
測
量

を
行
い
、
地
権
者
へ
用
地
を

返
却
。
畑
地
等
と
し
て
有
効

利
用
し
、
島
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
が
目
的
。
建
設

残
土
を
再
利
用
し
、
最
終
処

分
場
の
延
命
化
を
図
る
。

議
案
第
34
号

令
和
２
年
度
東
京
都
神
津
島
村

一
般
会
計
補
正
予
算（

第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
９
百
89
万
１
千
円

を
追
加
す
る
も
の
。

質

浜
川
芳
光
　
議
員

　

神
津
島
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
協

力
金
の
内
容
と
件
数
は
。

答

産
業
観
光
課
長 

小
川
徳
柾

　

東
京
都
感
染
拡
大
防
止
協

力
金
の
対
象
外
と
な
っ
た
宿

泊
業
者
、
食
品
等
小
売
事
業

者
、
レ
ン
タ
ル
業
、
燃
油
等

小
売
業
、
釣
り
具
店
、
旅
客

運
送
業
、
青
果
店
、
ガ
イ
ド

業
、
そ
の
他
村
長
が
認
め
た

者
が
対
象
と
な
る
。
二
つ
以

上
の
事
業
形
態
を
持
つ
事
業

者
の
方
は
１
業
態
の
み
支

給
。

質

鈴
木
佑
典
　
議
員

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
内

容
は
。

答

産
業
観
光
課
長 

小
川
徳
柾

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が

減
少
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に

地
域
支
援
対
策
と
し
て
事
業

を
実
施
。
島
内
清
掃
、
観
光

施
設
の
草
刈
り
等
の
作
業
、

農
業
生
産
に
つ
な
が
る
事
業

を
実
施
す
る
。
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質

関
　
真
樹
　
議
員

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

と
は
。

答

教
育
課
長
　
鈴
木
龍
也

　

義
務
教
育
を
受
け
る
児
童

生
徒
に
、
１
人
１
台
の
学
習

者
用
Ｐ
Ｃ
と
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
。
一
人

一
人
の
個
性
に
合
わ
せ
た
教

育
の
実
現
や
教
職
員
の
業
務

を
支
援
す
る
。

質

関
　
真
樹
　
議
員

　

小
中
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
工
事
の
内
容

は
。

答

教
育
課
長
　
鈴
木
龍
也

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
伴
い
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
た
め
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー

ブ
ル
等
の
整
備
工
事
を
行

う
。

質

松
本
裕
一
　
議
員

　

出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
等

導
入
事
業
の
内
容
は
。

答

教
育
課
長
　
鈴
木
龍
也

　

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し

て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
打

刻
を
採
用
。
ク
ラ
ウ
ド
で
正

確
な
勤
怠
状
況
の
把
握
す
る

こ
と
で
管
理
者
の
負
担
も
減

り
、業
務
効
率
化
に
繋
が
る
。

質

鈴
木
佑
典
　
議
員

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
委
託

料
、
漁
業
者
支
援
対
策
の
内

容
は
。

答

産
業
観
光
課
長 

小
川
徳
柾

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
週
休
２
日
の
休
漁

に
伴
い
、
水
揚
量
が
減
り
、

価
格
の
低
迷
に
よ
り
収
入
も

減
少
。
漁
業
者
支
援
対
策
と

し
て
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
実
施
。
海
岸
清
掃
、
サ
メ

駆
除
な
ど
を
検
討
。
事
業
を

漁
協
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

委
託
手
数
料
と
し
て
漁
協
の

運
営
支
援
に
も
繋
が
る
。

議
案
第
35
号

令
和
２
年
度
東
京
都
神
津
島
村

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
７
百
20
万
を
追
加
す

る
も
の
。

質

清
水
勝
彦
　
議
員

　

水
道
料
金
減
免
事
業
の
内

容
は
。

答

環
境
衛
生
課
長 

氏
井
重
和

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
支
援
対
策
と
し
て
、
全

家
庭
の
水
道
下
水
基
本
料
金

を
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
半

年
間
、
免
除
し
住
民
負
担
の

軽
減
を
図
る
。

議
案
第
36
号

令
和
２
年
度
東
京
都
神
津
島
村

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
７
百
20
万
を
追
加
す

る
も
の
。

◎
一
般
質
問
◎

小
林
　
正
吾
郎
　
議
員

神
津
島
村
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

保
育
所
事
業
に
お
け
る
量

の
見
込
み
と
確
保
方
策
に

つ
い
て

質

小
林
　
正
吾
郎
　
議
員

　

２
号
認
定
（
３
歳
以
上
）

の
確
保
方
策
は
、
５
年
間
変

わ
ら
ず
減
少
す
る
見
込
み
。

３
号
認
定
、
３
歳
未
満
の
確

保
方
策
は
５
年
間
変
わ
ら
ず

３
人
。

	

今
後
は
減
少
見
込
み
で
あ

る
２
号
認
定
の
確
保
方
策
を

削
減
し
０
歳
児
１
歳
児
の
受

入
れ
も
視
野
に
入
れ
、
３
号

認
定
の
確
保
方
策
を
増
加
さ

せ
る
方
針
転
換
が
必
要
で

は
。

答

村
長
　
前
田
　
弘

　

保
育
園
の
体
制
は
年
少
児

か
ら
年
長
児
及
び
２
歳
児
の

４
ク
ラ
ス
で
編
成
。
各
ク
ラ

ス
に
保
育
士
１
名
と
保
育
補

助
１
名
の
２
名
体
制
で
行
っ

て
い
る
。

	

現
在
、
保
育
士
職
員
の
人

数
は
４
名
。
３
号
認
定
（
３

歳
未
満
）
を
増
や
す
場
合
、

保
育
士
を
増
員
す
る
必
要
が

あ
る
。
保
育
園
は
、
満
２
歳

か
ら
受
け
入
れ
可
能
で
あ

り
、臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

質

小
林
正
吾
郎
　
議
員

　

保
育
園
の
送
迎
や
そ
の
前

後
の
預
か
り
、
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
終
了
後
の
預
か
り
な

ど
を
行
う
も
の
。
延
長
保
育
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を
利
用
し
て
い
る
47
．１
％

の
家
庭
が
18
時
以
降
も
延
長

保
育
を
希
望
し
、
土
日
の
預

か
り
先
が
な
い
。

　

一
時
預
か
り
の
利
用
制
限

が
多
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

一
時
預
か
り
事
業
を
補
完
す

る
た
め
に
必
要
性
の
あ
る
事

業
。
事
業
の
開
始
予
定
は
令

和
６
年
度
。
早
期
に
開
始
す

る
べ
き
で
は
。

答

村
長
　
前
田
　
弘

　

子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
、
子
育
て
の
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
方
（
利
用

会
員
）
と
子
育
て
の
手
助
け

が
で
き
る
方
（
援
助
会
員
）

が
地
域
の
中
で
子
育
て
の
相

互
援
助
活
動
を
行
う
も
の
。

　

計
画
策
定
の
段
階
で
受
入

れ
場
所
を
協
議
。
自
宅
ま
た

は
依
頼
者
宅
で
の
預
か
り
に

難
色
を
示
さ
れ
た
為
、
長
期

の
計
画
期
間
と
な
っ
た
。
課

題
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
事
業

の
前
倒
し
も
可
能
で
あ
る
。

病
児
・
病
後
児
童
保
育
事
業

に
つ
い
て

質

小
林
正
吾
郎
　
議
員

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
36
．

６
％
の
家
庭
が
病
児
保
育
を

希
望
し
て
お
り
、
必
要
性
の

あ
る
事
業
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
中
で
子
供
の

軽
い
病
気
等
に
限
っ
て
預
か

り
を
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

他
の
自
治
体
を
参
考
に
検
討

す
る
べ
き
で
は
。

答

村
長
　
前
田
　
弘

　

一
時
預
か
り
事
業
は
生
き

が
い
和
室
で
行
っ
て
い
る
。

病
児
病
後
児
童
保
育
を
実
施

す
る
場
合
、
感
染
防
止
策
な

ど
、
別
の
場
所
を
設
け
る
必

要
が
あ
り
、
人
員
の
配
置
も

必
要
。
事
業
場
所
や
人
員
の

確
保
が
大
き
な
問
題
で
あ
る

が
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
に
、
今
後
の
計
画

を
検
証
し
て
い
く
。

◎
一
般
質
問
◎

浜
川
芳
光
　
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
第
一
次
産
業
に
つ

い
て

質

浜
川
芳
光
　
議
員

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
漁
業
経
営
者
は
出
漁
制

限
や
魚
価
３
割
か
ら
５
割
減

少
。
加
え
て
、
内
外
の
人
、

物
の
移
動
制
限
や
経
営
自
粛

の
要
請
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
等

で
旅
館
・
民
宿
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
、
飲
食
店
等
々
、
観
光
関

連
従
事
者
は
、
先
の
見
え
な

い
経
営
環
境
の
中
、
財
産
破

綻
が
懸
念
さ
れ
、
生
命
の
危

機
に
さ
え
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
経
営
の
維
持
、安
定
で
、

経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
支
え
る
事
業
者
へ
の
具
体

的
な
支
援
策
は
。

答

村
長
　
前
田
　
弘

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
村
も
観
光
客
に
対
す
る

来
島
自
粛
要
請
を
発
令
。
宿

泊
事
業
、
飲
食
店
等
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
。
全
国
的

に
流
通
が
滞
る
状
態
と
な

り
、
漁
業
、
農
業
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。
村
で
は
、
こ

の
事
態
を
重
く
受
け
止
め
支

援
策
を
検
討
。
東
京
都
感
染

拡
大
防
止
協
力
金
、
国
の
持

続
化
協
力
金
の
申
請
周
知
。

国
の
特
別
給
付
金
は
専
決
処

分
に
て
予
算
措
置
し
対
象
世

帯
の
90
％
以
上
の
受
付
を
完

了
し
て
い
る
。
村
独
自
の
支

援
策
と
し
て
、
全
家
庭
の
水

道
下
水
基
本
料
金
を
７
月
か

ら
12
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
減

免
し
住
民
負
担
の
軽
減
を
図

る
。
東
京
都
感
染
拡
大
防
止

協
力
金
の
対
象
外
と
な
っ
た

事
業
者
に
対
し
て
特
別
協
力

金
の
支
給
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
実
施
、
宿
泊
施
設
等

へ
の
消
毒
用
品
の
補
助
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
漁
協
、

漁
協
女
性
部
に
対
す
る
休
業

協
力
金
等
の
支
援
策
を
行
う

た
め
、
今
定
例
会
に
て
予
算

計
上
。農
業
者
に
対
し
て
は
、

レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
、
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫
状
況
を

踏
ま
え
今
後
、
検
討
す
る
。
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「
終
戦
記
念
日
」

　

8
月
15
日
は
戦
後
75
回
目
の
終
戦
記
念
日
で

す
。
今
回
は
沖
縄
戦
に
お
い
て
戦
争
経
験
者
と

し
て
、
戦
後
75
年
に
寄
せ
て
と
題
し
て
某
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
記
事
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
は
昭
和
14
年
9
月
1
日
に

開
戦
、
沖
縄
戦
は
終
戦
間
近
の
昭
和
20
年
3
月

26
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
4
月
1
日
、
沖
縄

の
地
に
米
軍
が
上
陸
、
沖
縄
は
修
羅
場
と
化
し

た
。
9
歳
の
私
は
家
族
で
防
空
壕
に
潜
ん
だ
が
、

艦
砲
射
撃
が
近
く
に
着
弾
。
姉
が
吹
き
飛
ん
だ

が
幸
い
命
は
助
か
っ
た
。

　

あ
る
日
、
機
関
銃
の
炸
裂
音
、
戦
車
の
動
く

音
が
近
づ
い
て
き
た
。
米
軍
だ
。
暗
い
壕
の
奥

で
息
を
殺
し
て
い
る
と
、
男
性
の
外
国
語
が
聞

こ
え
、
機
関
銃
の
音
が
し
た
と
思
う
と
、
土
く

れ
が
壕
内
に
落
ち
る
音
が
し
た
。
爆
弾
を
投
げ

込
ま
れ
る
！
身
が
縮
ん
だ
が
、
や
が
て
静
か
に

な
っ
た
。「
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
祖
先
の
お
墓
で
」

と
母
。
沖
縄
の
亀
甲
墓
は
広
く
、
夜
を
待
っ
て

食
料
と
水
だ
け
を
抱
え
山
頂
の
墓
に
行
く
と
、

親
戚
も
い
て
抱
き
合
っ
て
喜
ん
だ
。

　

数
日
後
、
投
降
を
呼
び
か
け
る
た
ど
た
ど
し

い
日
本
語
が
聞
こ
え
、
ハ
ワ
イ
帰
り
の
叔
母
を

先
頭
に
米
軍
に
収
容
さ
れ
た
。
収
容
所
は
北
部

の
高
台
で
、
本
土
か
ら
の
攻
撃
機
が
弾
幕
を
つ

き
米
艦
め
が
け
て
突
っ
込
む
の
が
見
え
た
。
沖

縄
を
守
り
に
来
て
く
れ
た
。
そ
う
思
い
、「
ば
ん

ざ
ー
い
」
と
叫
ん
だ
が
そ
れ
も
次
第
に
減
り
、

6
月
23
日
沖
縄
戦
終
戦
終
結
。

　

最
後
に
二
度
と
こ
の
よ
う
な
時
代
が
来
な
い

こ
と
を
祈
る
と
語
ら
れ
て
い
た
。

　

因
み
に
沖
縄
戦
で
の
日
本
側
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
１
８
８
，１
３
６
人
、
そ
の
う
ち
沖

縄
出
身
者
１
２
２
，２
２
８
人
、
そ
の
う
ち
民

間
人
は
９
４
，０
０
０
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
委
員
会
一
同

委
員
長　

清　

水　
　
　

勉

副
委
員
長　

鈴　

木　

佑　

典

委　
　

員　

浜　

川　

芳　

光

委　
　

員　

小　

林　

正
吾
郎

編
集
後
記

議

会

日

誌

令
和
2
年

	

3
月	

10
日	

令
和
2
年
第
1
回
定
例
会（
12
日
ま
で
）

		

30
日	

令
和
2
年
第
1
回
定
例
会（
再
開
）

	

4
月	

6
日	

第
2
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

		

15
日	

阿
波
命　
例
大
祭	

		

30
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会（
１
８
４
号
）

		
	

令
和
2
年
第
1
回
定
例
会
会
議
録
署
名

	

5
月	

8
日	

村
議
会
全
員
協
議
会

		

12
日	

第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

		

27
日	

第
4
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

	

6
月	

5
日	

令
和
2
年
第
2
回
定
例
会
議
会
運
営
委
員
会

No 項　目 内　　容 財源・支援 金額（千円）
1 特別定額給付金 住民一人あたり 10万円支給 国 189,500
2 子育て世帯臨時特別給付金 子ども一人あたり 1万円支給（児童手当受給世帯） 国 2,980
3 公共施設感染症予防対策事業 公共施設の感染予防対策経費として（診療所、学校、温泉など） 村 4,000
4 水道料金減免事業 基本料金を 7月から 12月まで免除（全村民） 村 14,400
5 漁業者支援対策事業 漁業者への給付金支給、雇用創出 村 15,000
6 漁協女性部休業協力金 休業協力金の支給（よっちゃーれ） 村 5,346

7 島内事業者休業協力金 個人事業者 30万円、法人 50万円を支給
（都協力金対象外事業者に村独自の協力金） 東京都・村 34,000

8 雇用創出事業 村民を対象とした雇用の創出（緊急雇用対策事業など） 村 23,742
9 商工会休業協力金 感染予防協力金の支給（商工会費の免除） 村 1,980
10 観光協会休業協力金 感染予防協力金の支給（観光協会費の免除） 村 3,297
11 宿泊業感染対策補助 宿泊施設への感染予防経費の補助 村 2,000
12 温泉施設感染予防対策事業 温泉保養センターの感染対策経費として 村 6,094
13 学校ネットワーク整備 小中学校のオンライン教育の推進（GIGAスクール構想、1人 1台端末） 国・村 75,541
14 弁当給食配布事業 弁当給食配布事業（学校休業期間中） 村 970

合 　 　 計 378,850

神津島村 新型コロナウイルス感染症における主な予算概要

神
津
島
村
議
会
　
現
場
視
察

　

７
月
14
日（
火
）
燃
油
漏
れ
現
場
の
視
察
を
行
い
、

流
出
し
た
油
等
の
回
収
作
業
、
対
応
を
確
認
し
た
。

　

原
因
は
調
査
中
の
た
め
、
今
年
の
丸
島
で
の
遊
泳

は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。


